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  プロトタイプシステムの構築
衛星データ即時一元化・共有システムの開発

 

 

 
 

 

② 国際災害チャーター連携衛星
Sentinel-1A,B
RESURS-P
LANDSAT-7,8
TerraSAR-X
KANOPUS_V
TANDEM_X
SPOT-6,7
PREIADES
CBERS-4
UK-DMC-2
WorldView-2
GeoEye-1
GF1
KOMPSAT
RADARSAT-2

ワンストップシステム（仮称
）

＜利用者＞
・政府
 
 
 
 
・現地災対本部
・ISUT ＆ 自治体
 
 
 
 

③ 商用衛星・小型衛星

■ 災害がいつどこで発生するかわかる
■ 衛星がいつどこを撮れるかわかる
■ 衛星の観測を依頼（=タスキング）

できる
■ 衛星データと解析結果を活用できる
■ 各種入手データのステータス管理

ができる

① 基幹衛星 ALOS-2 *ALOS-3,4開発中

 ④ 定常観測衛星 Sentinel-1 等

…

1つの端末で衛星データの活用が可能
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観測・予測情報（洪水シミュレーションの例）東京大学

芳村教授提供
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衛星観測可能エリア
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洪水シミュレーションで危険度が高い時間帯の観測可能エリア
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Sentinel-1
観測予定エリア

令和元年台風19号
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【令和2年台風10号】 衛星の観測戦略検討

台風10号
進路予想

ワンストップシステムとZoomを使ってオンライン会議を実施

 

高潮：国際災害チャーター活
用
 

河川氾濫：ALOS-2活用
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緊急観測結果の
クイックルック

解析結果

自治体別浸水面積
光学衛星SPOT
緊急観測の連携

 

衛星データ、解析結果の一元化と共有
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【令和2年7月豪雨】浸水建物棟数推定プロダクト

 

・だいち2号（ALOS-2）が推定した浸水域抽出結果
・国土地理院が公開した浸水推定図
・防災科研がSNS等を用いて推定した浸水深推定図

３種類の浸水エリア推定結果を統合し、最大浸水想
定図を作成。浸水エリアに入る建物棟数を自治体
ごとに集計。

市町村別の浸水建物割合（浸水棟数／全建物数）の集計結果
→ 内閣府ISUT（災害時情報集約支援チーム）に共有。現場

の数字と整合しているとのフィードバックあり

統合した
最大浸水想定図

ALOS-2観測(7/4 13:14) ALOS-2観測(7/5 0:04)

・・・

表形式
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米国Planet社 小型衛星Dove（1日1回陸地を観測）

任意の場所と日時を指定することで、自動的に衛星データを検索して入手。
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【令和2年7月豪雨】

Planet Doveによる被害把握プロダクト
発生直前の画像 と 災害直後の比較 ＋ 被害判読 + 建物形状

7月7日 ６月24日
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【令和3年2月13日 福島県沖の地震】
震度分布＋ALOS-2観測可能エリア
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ALOS-2 2/14昼パス
観測可能エリア

ALOS-2が
観測すべきエリア
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複数の衛星を活用とした
One Stop Systemの高度化

国難級の広域災害になると

ALOS-2（50-70km）
ALOS-4 (200km)

でもカバーしきれない

複数の衛星を同期させて撮影する必要
できれば国産機
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ALOS-2の緊急観測は高分解能モード(観測幅 約50km, 空間分解能 数m)
ALOS-4の観測幅はALOS-2の4倍
→ALOS-4の観測幅は約200kmと想定

 

500km

 

ALOS-4

200km

南海トラフ地震 想定震度分布＋ALOS-4観測エリア
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令和元年東日本台風(19号)＋ALOS-4観測エリア

 

ALOS-4

200km

 

2019年10月13日0時
における前24時間降水量
再現期間[年](防災科研
)
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東日本台風の大きさ（気象衛星）
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ALOS-4

200km

NASA

1200km
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来るべき国難級災害に衛星を活用するためのポイント

• 基幹となる衛星の継続的な打ち上げ。複数機体制の
実現。

• レーダ衛星の観測頻度の増加、観測時刻の多様性
• 災害直前と直後のデータによる比較の重要性

• 平時利用（モニタリング）と災害時利用（被災状況
把握）のシームレスな連携

• 膨大かつ多様な衛星データを活用した解析技術の確
立

• 緊急観測依頼から衛星データ入手までの時間短縮化
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衛星写真を使った防災の国際貢献

2020.12.29 Croatia Petrinja地震の衛星画像
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WorldView-2
2021/1/15観測
(*地震後に積雪)

©2021 DigitalGlobe, Inc., a Maxar company

 

https://www.bbc.com/news/world-europe-55485106

 

 

建物被害あり
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M 6.4 - 2 km WSW of Petrinja, Croatia
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 2020-12-29 11:19:54 (UTC)　45.425°N, 16.258°E, 10.0 km depth

 

10 km

10 km
Petrinja

https://earthquake.usgs.gov/earthquakes/eventpage/us6000d3zh/executive
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取り組むべき課題

• 府省庁横断で国内外の衛星リソースを災害時に戦略的に利
用するための体制・予算・ルールの整備

• 衛星データの校正サイト設置、キャリブレーション技術開
発

• 衛星データ解析（主に機械学習）のための教師
データおよび検証データの整備体制の構築

• 防災用衛星アンテナによる入手までの時間短縮化
• SIPの成果を活用した、平時と災害時に使用するデータ統
合システムの構築

• 防災の観点で衛星データを活用する人材の育成
• 国際災害チャーター*におけるプロジェクトマネージャー（海外宇
宙機関との撮影調整等を実施する者）の育成

*災害発生時に地球観測衛星の画像を国際的に提供し合う枠
組み 45






